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分別 とその対象について

池 田 道 浩

唯識 思想において 「分別 された もの」は遍計所執性 であ り,そ れ は増益 され た

もの とされ,分 別 の対 象は まった く存在せず,分 別は誤 った知覚 とされ てい る。

しか し,よ り後代 の仏教論理学の立場か らすれば,す べ ての分別を否定 してしま

ってはなに ごとかを考察 し推理する ことが無意味にな って し ま う。 こ の よ う な

異 なった二つ の立場 を一度 に受容 しなけれ ばな らなか ったチベ ッ ト仏教におい て

は遍計所執性 につ いて若干 特殊 な解釈がな されてお り,そ れを提示す るのが本稿

の目的 であ る。

ゲ'ルク派 の開祖 ツ ォンカバTsonKhapa(以 下T)は 『解深密経』 に も とづ

き1)遍 計所執性を 次の よ うに規定 してい る。

(B)遍 計所執 とは,(A)薙 等 に対 し 『これが色である』という自性(ngobo,svabh・

ava)や 『これが色の生起である』云々とい う差別(khyadpar,visesa)と して(B)

名称や符牒として仮設 されたあ り方である。(B)た だ それだけの,ものとしては(A)慈 等

は存在しているので(B)そ れ として存在すると把握するのは増益ではないが。(A)纏 等

が(B)そ のあり方として(C)自 相 として存在していると把握す るのは増益なのである。

(LN, Pha, 31a2-3)

『色』と言設が仮設された時,(A)青 とい う 『色』の言設が仮設される基盤であ る も

の,そ れがどのように顕現するかを考察するとき,(B)名 称や符牒によって設定された

ものではな く,(C)そ れ 自体の実相の力によって成立しているように顕現する,(A)そ

の青を顕現しているままに(C)成 立 して いると把握す るのは,(A)青 に対 し(B)

『色である』 と名称 として仮設されたものを(C)自 相 として成立して い る と把握する

増益であり,(LN―Pha,32a4-6)

分 別 の段階で依他起性(A)を 遍 計所執性(B)と 分 別す る こと自体 は増 益で

も法我執 で もな い。 しか し,(A)は(B)と し てではな く(C)の よ うに顕現

す る。(B)を そ の まま(C)と 考 え るのは増益 であ り法我執だ と述べ られ て い

る。そ して,Tは(C)を も遍計所執性 の一つ と規定 し,次 の ように述べ る。

それ(B)は 名称や符牒により規定された遍計所執であるけれども,量 によって成立
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す るので否定はできず,(B)同 一じそれが(C)そ れら実体の自相として成立してい る

ことは名称だけにより規定された遍計所執であ り所知ではあ りえな:いので,名 称や符牒

により規定されたものには(B)量 に よって成立する(C)成 立 しないという二つがあ

る。(LN,Pha,33b1-2)

Tの 高弟 のケー ドゥプジ ェmKhasgrubrje(以 下Kh)は(B)を 「基盤成立

の遍計所 執(gzhigrubpa'ikunbrtags)」,(C)を 「基盤不成立 の遍計所執(gzhi

magrubPa'ikunbrtags)」 と している。(TTC,f.48,1.6-f.49,1.1)

さ て,以 上の唯識の教義(α)と,分 別 の対 象は文字 通 り概 念的な もの であ り

名称や 言葉 の対 象は実体 として存在 しない とい う経量部 の主張(β)と の,「 分別

され たものは存在 しない」 点で は 同一 の見解(α)(β)の 思想的相違を 明確 にす

るため にTは(β)に ついて次の よ うに述べ ている。

①音声の表示対象である自体概念(rangldo9)2)は 分 別により仮設されたものであっ

ても,② その概念基盤(gzhildo9)2)に 自相がふさわしいとい う立場(β)'と(α とは)

どこが同 じだというのか。(LN.Pha,32a6-b1)

このTの 言葉を理解す る た め に は①②が何を指すのか を知 らなければ ならな

い。Khに よるLNの この箇所の解説は後代 のジ ャムヤンシ ェーパ`Jamdby―

angbshadpaのTP3)や チ ャンキ ャICangskyaのG!>4)で 注 釈 されている。

「感官知 に 自相 が 顕現す る」 とい うテーゼは チベ ッ ト仏教を理解する上で 重要 で

あるが,Khは まず分別以前 の感官知を説 明し(TTC,f.46,t.6-f・47,1.2),

GNで は それが よ り正確に言い換え られ てい る。

今我々がつぼのようなものに対し意をむける仕方によって見る時,眼 知につぼは,

(A)腹 の蔵丸いものとして顕現するだけでなく

(B)『 そ の腹の蔵丸いものはつぼである』 という言設が仮設される基盤であるものとして

も顕現し,ま た一方

(C)名 称や符牒によって仮設されただけのものではない腹の丸いものそ れ自身の実相

の力によって 『っぼ』とい う符牒が働 く基盤 として成立 しているもののように顕現する

のである。(GN,Ka,178a4-5)

分 別 の作用が既 に感官知に性格づけ られてい ることが示 されてい るが,感 官知

の(A)(B)(C)と そ の後 の分別 につ いてKhは 次 のよ うに説 明してい る。

一つの感官知の顕現にも

(A)顕 現する仕方のままの対象が自相によって成立 している依他起であるものと

(B)顕 現する仕方の ままの対象が言設として名称や符牒によって規定されただけの遍
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計所執 として存在するものと

(C)顕 現する仕方の ままの対象が言設 としても名称や符牒を通じても存在すると規定

することができない,単 に分別によって設定 されただけのもの

とい うそれぞれ三つによる区別が存在するのであるが,そ の場合,顕 現する対象を判断

する分別の判断の仕方も三種存在し,そ れは,分 別も別 々なものなのであるが,一 つの

分別の判断の仕方を三つには区別できないのである。(TTC,f・54,11.1-3)

以上 の(A)(B)、(C)に 対 す るKhの 説 明(TTC,f.46,=一f.53,1.6)は 多

岐 に及ぶが先 のTの 説 明 も含 めて整理 すれ ば次の よ うになる。

(A)→ 依他起 ・自相成立 ・同類薫習(rigsmthunba'ibagchags)か ら生 じる

(B)→ 量成立 ・基盤成立遍計所執 ・自相不成立 ・言設成立 ・そ の分別は誤謬知にあら

ず ・名言蕪習から生一じる

(C)→ 量不成立 ・基盤不成立遍計所執 ・自相不成立 ・言設不成立 ・その分別は誤謬知

(β)に おけ る① とは分別の直接の対象を意味 し概念的な共相 であ る。(α)に と

って も同じ く概念的 で存在 しない(C)で あ る。 しか し② は分別 の基盤 であ り言

設 の基盤つ ま り(B)を 意 味 し,(β)で はそれ は 自相 として成立 している外界対

象であ り,(α)に おける(B)は 自相 として成立 しない遍 計所 執性 なので この点

で(α)と(β)は 異な る。 つ ま り 「分別 され た ものが存在 しない」 とい うとき,

(α)で は①②=(C)(B)両 方 が,(β)で は①だけが非存在 なのであ る。

以上で 「分別 された もの」におけ る二種の遍計所執性が理解 できるであ ろ う。

これ ら(B)(C)はTがLNで 三 性説を説明す る際言及 しなか った,イ ン ドには

見 られないrnamgrangskyikunbrtags,mtshannyidyongssuchadpa'i

kunbrtags5)と 同 じものなのか とい う点については別稿を期す。

略号 : LN: Legs bshad snyin po, 全集 Vol. 21, 英訳, Thurman, Tsong Khapa's

Speech of Gold in the Essence of True Eloquence. TTC: sTon thun chen mo, Madhy-

amika text series, Vol. 1, 英訳, Cabezon, A Dose of Emptiness, TP: Drang pa dang

nges pa'i don rnam par 'byed pa'i mTha dpyod, 全集 Vol. 11. GN: Grub pa'i mtha

ream bzhag, Sata-pitaka Series, Vol. 233.
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